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1) 4)  

 

1) 1 Ei Eea  

2) Eea  

3) Ec ‒

Ei, Eea

NaCl

 

 

Na( ) + 1/2 Cl2( )  =  NaCl( ) + 411 kJ mol-1 

Na( )  =  Na( )  108 kJ mol-1 

Cl2( )  =  2Cl( )  242 kJ mol-1 

Na( )  =  Na+( ) + e‒  502 kJ mol-1 

Cl( ) + e‒  =  Cl‒( ) + 354 kJ mol-1 

 

4) NaCl

 

NaCl KI RbI LiF 
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1) 4)  

 18.0 g mol−1 273 K  335 J g−1  

 4.18 J K−1 g−1  2.01 J K−1 g−1 ln (273/265) = 2.97 × 10−2 

 

1 atm ( = 1.013 105 Pa) 265 K 1 mol

ΔH ΔS  

265 K 265 K

273 K

3 ΔH ΔS  

① 265K → 273K ΔH1, ΔS1 

② 273K → 273K ΔH2, ΔS2 

③ 273K → 265K ΔH3, ΔS3 

ΔH ΔS ΔH1, ΔH2, ΔH3, ΔS1, ΔS2, ΔS3  

ΔH 1  

ΔS 2  

 

 

1)    

2) _  

3) ① ③ ΔH1, ΔH2, ΔH3 ΔS1, ΔS2, ΔS3

3 ΔH ΔS 3

 

4) 265 K Gibbs ΔG
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Ⅱ A → B A B a mol L-1 0 mol L-1

1) 3)  

  ln 1.25 = 0.22 ln 1.5 = 0.41 ln 2 = 0.69 ln 5 = 1.6 

 

1) t B x mol L-1 k

a x k  

2) 25℃ A 20% 15 25°C k

(k25°C) 2  

3) 35°C k (k35°C) k25°C (Ea)  

 

 
 



    

以下の設問Ⅰ、Ⅱに答えよ。それぞれ解答用紙 1枚を用い、問題番号欄 にに に

「3–I」あるいは「3–II」を記入すること。 

 

 

Ⅰ．化合物の構造に関する以下の問に答えよ。 

1) 次の化合物の構造式を描け。 

 a) 2-pentanone 

 b) (E)-3-methyl-2-pentenal 

 c) 2-methyl-6-heptyn-2-ol 

 d) 1-naphthol 

 

 

2) 次の化合物の IUPAC名を書け。 

    a)             b)                  c)                     d) 

     

 

 

 

3)     次の 2-tert-butyl-1-cyclohexanolのトランスおよびシス異性体について、それぞれ最

も安定ないす型立体配座を描け。どちらの立体異性体がより安定か理由とともに

示せ。また、各々の立体異性体についてキラル中心の絶対立体配置を R、Sの記号

を用いて、記入例にしたがい表示せよ。 

                          （記入例） 

 

     

 

 

4) (2S,3S)-2,3-dichloropentaneの構造式を立体化学がわかるように記入例にしたがって

描け。さらに 3つのねじれ型配座を C2-C3の結合に沿って見通す Newman投影法で

描け。 

                   （記入例） 
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Ⅱ．以下の問に答えよ。 

1)  分子式が C5H11Brである化合物 1、2について以下の問に答えよ。 

a) 化合物 1は、1H-NMRスペクトルにおいて、δ = 1.0 ppmと δ = 3.3 ppmにそれ

ぞれ一重線を面積比 9:2で示した。化合物 1の構造式を描け。 

b) 化合物 2は、不斉炭素原子を有する構造異性体の中で SN2反応に対する速度

が最も大きい。また、2は下の 1H-NMRスペクトルを示す。スペクトル中の

1H、2H、3H はそれぞれのピークに対応する水素原子数を示す。また、CH2

基は不斉炭素原子の影響で複雑な分裂パターン(多重線)となる。2の構造式

を描け。ただし、立体化学については示さなくてよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 以下の組み合わせのそれぞれについて、不等式を用いて順に記号で示せ。 

    (例: (イ)＞(ロ) ＞(ハ)) 

a)  (イ) エタノール (ロ) 酢酸イオン (ハ) アセトアルデヒドの炭素－酸素結

合の長さ 

b)  (イ) アセチレン (ロ) ベンゼン (ハ) エチレンの炭素－炭素結合の長さ 

c)  (イ) ブタン酸 (ロ) 3-クロロブタン酸 (ハ) 2-クロロブタン酸の酸として

の強さ 

d)  (イ)トルエン  (ロ) ニトロベンゼン   (ハ) ブロモベンゼンの芳香族求電子置

換反応の速度 

δ (ppm) 

2H (多重線)

3H (二重線) 3H (三重線)

1H
(八重線)

4.0 3.5 3.0 2.5 2.0 1.5 1.0

化合物 2 の1H-NMRスペクトル

1H
(多重線)

1H
(多重線)



 

以下の設問Ⅰ、Ⅱに答えよ。それぞれ解答用紙 1枚を用い、問題番号欄 にに に

「4–I」あるいは「4–II」を記入すること。 

 

Ⅰ．次の 1) ～ 7) の反応で主に生成する有機化合物の構造式を描け。 

 

1)       2)  

 

 

3)      4)  

 

 

 

5)       6) 

 

 

7) 

 

 

 

Ⅱ．次の 1) ～ 3) の反応について電子対の移動を示す矢印を用いて、反応の過程を順を追っ

て説明せよ。 

 

 

1)  

 

 

 

2)  

 

 

 

3)  

 

 
4 

 

O HO O
2 OH

OHO O O OHO

HBr Br CH3ONa

CH3OH

CH3CO3H

CO2CH3

CO2CH3

BH3 H2O2

NaOH

Cl
SO3

H2SO4

AlCl3
Cl O

H


